
 

  
 
 
 
 
 
 
 

家庭学習のねらい 

 基礎的、基本的な学習内容の定着を図る。 

 家庭で学習する習慣を身につける。 

 家庭学習を通して、『自分から主体的に学習する』意欲を高める。 

 

家庭学習の考え方 

 中学校では内容がより専門的になってきます。学習の目標を決め、その目標に対してどうすれば達成で

きるかを考えていきましょう。 

 予習復習（特に復習）を欠かさず、授業に臨みましょう。また、その日の授業でわからなかったことは、教

科書・ノート・プリント・参考書等で必ず確かめ、間違えた問題は、何度も繰り返し練習しましょう。 

 自分の苦手な教科を克服するための時間を確保しましょう。 今までの総復習や自分の考えを深めたり

知識を広げたりするために、読書にも取り組みましょう。また、新聞を読んだりニュースを見たりして、社会

の出来事に対する関心も高めていきましょう。 

 

時間の目安 

１、２年生…１時間３０分～２時間程度  ３年生…３時間程度 

家庭学習の流れ 

① まずは宿題を終わらせる。   

② その日に学校で学んだことを思い出す。（復習）  ☜毎学ノートの活用 

③ 時間に余裕があれば予習に取り組む。 

家庭学習のポイント 

① 決まった時間に決まった場所で毎日取り組もう。  ☜ルーティーンをつくる。 

② テレビやゲームは消そう。  ☜ながら勉強はしない。 

③ 勉強する場所の整理整頓をしよう。  ☜勉強に必要なもの以外はおかない。 

④ 正しい姿勢で座りましょう。  ☜姿勢を正すと疲れにくくなる。 

⑤ ていねいに文字を書きましょう。  ☜見返しやすいノートはテスト前に役立つ。 

⑥ まちがいがないか、見直しましょう。  ☜特に字の形や画数に注意する。 

家庭学習のヒント  ※その日の振り返りをていねいに取り組もう！ 

教科 内  容 

国語 読書  新聞を読む  音読  授業の復習  漢字練習 

数学 計算練習  授業の復習・予習 

理科 授業の復習・予習 

社会 授業の復習・予習 

英語 音読  暗唱  暗写（覚えてからノートに写す）  授業の復習・予習 

 

毎（日）学（習）ノートについて（6 月 22 日スタート！） 

目的 

自分で課題を見つけ、追究する力を育てます。思考力や表現力など、社会人として必要な力が身につきま

す。苦手なことに対して取り組むことで、粘り強く物事に取り組む姿勢や、困難に打ち勝つ力も身につきます。 

 

内容 

 自己選択（主に５教科から）とします。 

 １回で複数の教科に取り組んでも構いません。 

 授業の復習では重要語句を正しく書く練習、授業でノートに書いた内容を何も見ずに書き

直してみることなどをしてみましょう。 

 テスト前はなるべく問題の演習（練習）に取り組みましょう。 

 

１日の学習量と使用する物 

毎日（休日も含む）大学ノート１ページ以上取り組む。 → 朝の SHR で提出。 

１冊目は学校から配布し、２冊目以降は自分で大学ノートを購入する。 

 

忘れた人について 

 発熱等の正当な理由がなく忘れた人は、翌日に提出します。それでも提出できない場合は学校で放課

後に取り組んで提出します。 
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提出物は必ず出す！ 



毎学ノートでは日々の授業の振り返りを行います。その日の授業内容で大切なところをノートにまとめたり、

問題練習に取り組んだりすることが基本になります。 

それでも、「毎日何を勉強すればいいの？」「どのように取り組めがいいの？」という人のために、君たちの先

輩が取り組んでいたものを見本として掲載します。参考にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

授業で学んだ英語の文章をまとめています。また、日

本語の文章を英文に直す練習問題にも取り組んで

います。 

英単語を覚えるために、同じ単語を繰り返し書いて

います。見本を見ながら書くのではなく、思い出しな

がら書くのがポイントです。 

数学の公式を覚えるために、ポイントをまとめてから

関連する問題に取り組んでいます。 理科の授業で学んだ内容の要点をまとめています。 

社会の授業で学んだ内容をノートにまとめ直しています。 
国語のワークの練習問題に取り組んでいます。問題の答えだけを書いて答え合わせもしています。 

ここに掲載したものは一例です。もっと良い方法もあるかも知れません。色々な方法を試してみて、自分なりの学習方法を見つけましょう！ 


